
様式第１８号（評価項目算定用）
　ＩＣＴ施工技術の活用計画書
       　　　　　　　　　　　　       
工事名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	施工プロセス
	ＩＣＴ施工技術の内容

	
	(1)３次元起工測量
	以下から選択して３次元起工測量を実施　※ア･オ･カはＩＣＴ土工・作業土工（床掘）のみ対象
ア 空中写真測量（無人航空機）を用いた起工測量

イ 地上型レーザースキャナーを用いた起工測量

ウ トータルステーション等光波方式を用いた起工測量

エ トータルステーション（ノンプリズム方式）を用いた起工測量

オ ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた起工測量

カ 無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量

キ 地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量

ク その他の３次元計測技術を用いた起工測量

	
	(2)３次元設計データ作成
	３次元起工測量データと設計図書の図面データを用いて、３次元設計データを作成

	
	(3)ＩＣＴ建設機械による施工
	３次元設計データを用いて、以下に示すＩＣＴ建設機械を作業に応じて

選択して施工を実施する。
ア ３次元ＭＣまたは３次元ＭＧブルドーザ　（３次元ＭＧ建機はＩＣＴ土工・作業土工（床掘）のみ対象）
イ ３次元ＭＣまたは３次元ＭＧバックホウ　（ＩＣＴ土工・作業土工（床掘）のみ対象）
ウ ３次元ＭＣモーターグレーダ　　　　　　（ＩＣＴ舗装工のみ対象）
※ＭＣ：「マシンコントロール」の略称、ＭＧ：「マシンガイダンス」の略称

	
	(4)３次元出来形管理等の
施工管理
	ＩＣＴ建設機械による施工において、以下に示す方法で、出来形管理及び品質管理を実施
ア 出来形管理

・空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理
・ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理　
・無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理
・地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理
・トータルステーション等光波方式を用いた出来形管理
・トータルステーション（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理
・地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理
・その他の３次元計測技術を用いた出来形管理
イ 品質管理 　※ＩＣＴ土工・作業土工（床掘）のみ対象
・ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた締固め回数管理による品質管理

	
	(5)３次元データの納品
	３次元施工管理データを、工事完成図書として電子納品する。


※ＩＣＴ施工技術の活用を計画する全ての施工プロセスの左欄に○を記載して下さい。
（注）
　１　当該工事においてＩＣＴ施工技術の活用を計画しない場合は、本書の提出を要しない。
２　ＩＣＴ活用促進工事（土工・作業土工（床掘））又はＩＣＴ活用促進工事（舗装工）のいずれかで、ＩＣＴ施工技術を活用する場合に評価の対象とする。

３　「全ての施工プロセスで活用する」計画として評価を受けた場合に、当該工事の着手前に、発注者から別途工事等で実施した３次元測量データの提供があった場合は、３次元起工測量を除く、他の全ての施工プロセス（上記（２）～（５））において、ＩＣＴ施工技術を活用すること。
　４　「一部の施工プロセスで活用する」計画として評価を受けた場合に、計画した施工プロセスでのＩＣＴ施工技術の活用が困難な場合、受発注者協議のうえ、活用する施工プロセスの変更を可能とする。 ただし、いずれかの施工プロセスでＩＣＴ施工技術を活用すること。
５　落札決定後に受発注者間で協議を行い活用する施工技術を決定すること。なお、協議結果に基づき、当工事においてＩＣＴ施工技術を活用した場合は、評価の可否に係わらず設計変更の対象とする。

６　一部の施工プロセスで活用する場合の組み合わせの例［(1)＋(2)、(1)＋(2)＋(3)、 (1)＋(2)＋(4)＋(5)］
７　ＩＣＴ施工技術の活用する規模が極めて小さい場合（一部の施工数量のみ等）は評価の対象外とする。

８　受注者の責めにより、本書どおりの履行がなされなかった場合には、工事成績評定点を減ずる措置を行う。

　　ただし、(注)４及び(注)５に該当する場合はこの限りではない。
※ＩＣＴ土工・作業土工（床掘）


のみ対象








